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日
本
の
年
平
均
気
温
は
、
様
々
な
変
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
上

昇
し
て
お
り
、
上
昇
率
は
１
０
０
年
当
た
り
プ
ラ
ス
１
・
40
℃
で
、

世
界
の
上
昇
率
の
プ
ラ
ス
０
・
77
℃
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
最
高
気
温
が
35
℃
以
上
の
猛
暑
日
や
日
最
低
気
温
が
25
℃
以
上
の

熱
帯
夜
の
発
生
日
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

横
浜
に
お
い
て
も
こ
の
長
期
的
傾
向
は
同
じ
で
す
（
図
１
）
。

都
市
化
の
影
響
の
あ
る
中
、
横
浜
の
年
平
均
気
温
は
１
０
０
年
当
た

り
プ
ラ
ス
２
・
１
℃
、
真
夏
日
（
日
最
高
気
温
が
30
℃
以
上
）
は

1
0
0
年
当
た
り
プ
ラ
ス
19
日
、
熱
帯
夜
は
プ
ラ
ス
23
日
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
平
均
を
上
回
る
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
最

低
気
温
が
０
℃
未
満
の
冬
日
は
、
１
０
０
年
当
た
り
マ
イ
ナ
ス
40
日

で
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
内
36
地
点
の
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
７
月
・
８
月
の
気
温

測
定
結
果
に
よ
れ
ば
、
猛
暑
日
の
日
数
は
市
域
の
北
部
、
熱
帯
夜
は

東
部
の
海
沿
い
の
地
域
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
日
中
及
び
夜
間
に
お

け
る
気
温
の
傾
向
の
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
均
気
温
は
東

部
の
横
浜
港
周
辺
地
域
で
高
く
な
っ
て
お
り
（
図
２
）
、
平
均
気
温

の
最
も
高
い
地
点
と
低
い
地
点
の
差
は
１
・
７
℃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
気
温
は
上
昇
傾
向
、

猛
暑
日
や
熱
帯
夜
も
増
加

市
内
の
夏
は
、日
中
は
北
部
、

夜
間
は
東
部
で
高
温
の
傾
向

　

横
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横浜地方気象台（中区山手）での平均気温等の推移図1
気象庁

2025（令和７）年７月・８月　猛暑日日数、熱帯夜日数、平均気温分布図2
横浜市みどり環境局

猛暑日日数分布 熱帯夜日数分布 平均気温分布
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統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

気
候
変
動
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
風
水
害
が
激
甚
化
し
て
お
り
、

降
雨
に
よ
る
道
路
冠
水
や
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
１
時
間
降
水
量
50
㎜
以
上
の
年
間
発
生
回

数
の
長
期
変
化
傾
向
を
見
る
と
、
最
近
10
年
間
（
２
０
１
５
～
２
０

２
４
年
）
の
平
均
年
間
発
生
回
数
（
約
３
３
４
回
）
は
、
統
計
期
間

の
最
初
の
10
年
間
（
１
９
７
６
～
１
９
８
５
年
）
の
平
均
年
間
発
生

回
数
（
約
２
２
６
回
）
と
比
べ
て
約
１
・
５
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

横
浜
を
含
む
関
東
甲
信
地
方
に
お
い
て
も
、
最
近
10
年
間
の
平

均
年
間
発
生
回
数
は
、
統
計
期
間
の
最
初
の
10
年
間
と
比
べ
て
約

１
・
６
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
１
９
７
９
～
１
９
８
８
年
平
均
で

約
０
・
12
回
が
２
０
１
５
～
２
０
２
４
年
平
均
で
約
０
・
19
回
に

増
加
）
（
図
３
）
。
な
お
、
１
時
間
降
水
量
50
㎜
以
上
の
雨
と
は
、

「
非
常
に
激
し
い
雨
（
滝
の
よ
う
に
ゴ
ー
ゴ
ー
と
降
り
続
く
）
」
レ

ベ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
横
浜
の
年
間
降
水
量
は
お
お
む
ね
１
５
０
０
～
２
０
０

０
㎜
で
推
移
し
て
お
り
、
長
期
変
化
の
傾
向
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

横
浜
で
観
測
さ
れ
た
震
度
１
以
上
の
地
震
は
、
東
日
本
大
震
災

の
あ
っ
た
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に
３
１
２
回
を
記
録
し
ま
し
た

が
、
最
近
５
年
は
年
40
回
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
（
図
４
）
。

な
お
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
の
横
浜
市
民
の
防
災
・
減

災
の
意
識
、
取
組
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
災
害
対

策
に
つ
い
て
、
横
浜
市
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
は
、

「
水
・
食
料
・
毛
布
な
ど
の
十
分
な
備
蓄
」
（
62
・
５
%
）
、
「
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
・
電
話
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
耐
震

性
の
向
上
」
（
57
・
１
%
）
、
「
緊
急
時
の
警
報
や
避
難
指
示
な
ど

を
伝
達
す
る
体
制
や
仕
組
み
の
強
化
」
（
45
・
９
%
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

震
度
１
以
上
の
地
震
は
、

こ
の
５
年
間
は
年
40
回
程
度

短
時
間
強
雨
の
増
加
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２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
度
調
査
に
よ
る
と
、
横
浜
市
の
緑
被

率
は
27
・
８
％
で
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
の
28
・
８
％
か
ら

１
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
（
図
５
）
。
緑
被
地
の
内
訳
は
、

樹
林
地
16
・
７
％
、
農
地
５
・
５
％
、
草
地
５
・
６
％
で
、
面
積
と

緑
被
率
の
減
少
は
緩
や
か
に

　

横
浜
の
緑

緑被率の推移図5
横浜市みどり環境局

緑地分布図2019（令和元）年度図6
横浜市みどり環境局

樹林地
農地
草地

し
て
は
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
か
ら
４
１
７
ha
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

区
別
の
状
況
で
は
、
緑
被
率
が
最
も
高
い
区
は
緑
区
（
40
・

６
％
）
で
、
最
も
低
い
区
は
西
区
（
11
・
３
％
）
で
し
た
（
図
６
）
。

な
お
、
緑
被
率
は
、
航
空
写
真
か
ら
３
０
０
㎡
以
上
の
ま
と
ま

り
の
あ
る
緑
を
目
視
判
読
し
、
市
域
面
積
に
占
め
る
割
合
を
算
定
し

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
参
考
値
と
し
て
、
個
人
の
庭
な
ど
の
細

か
な
緑
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
画
像
解
析
等
に
よ
る
10
㎡
以
上

の
緑
被
率
が
集
計
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
33
・
８
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
横
浜
の
緑
は
、
都
市
化
が
進
む
中
で
大
き
く
減
少
し
て
き

ま
し
た
が
、
緑
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
や
、
市
街
地
に
お

け
る
緑
の
創
出
に
よ
り
、
減
少
は
緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。


